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【質問１回目】 

○原田平議員 府道十三高槻線の工事新着状

況について、お尋ねをいたします。 

 府道十三高槻線正雀工区の工事進捗状況に

ついて、阪急京都線吹田市域を超えて現道ま

での整備をしてこそ効果を発揮すると考えま

すが、全体の事業見通し等について、お尋ね

をいたしたいと思います。 

【質問１回目への答弁】 

○吉田都市整備部長 十三高槻線工事進捗状

況についてのご質問にお答えさせていただき

ます。 

 十三高槻線の正雀工区につきましては、大

阪府茨木土木事務所において、平成１１年度

から事業を実施されております。 

 本事業は、府道正雀一津屋線から正雀川を

挟んで吹田市域の都市計画道路豊中岸部線ま

でを１期区間、そして吹田市側への延長事業

として豊中岸部線から阪急京都線を挟んで山

崎製パン東側の穴田川水路までを２期区間と

して事業計画が進められております。 

 現在、２期区間について、鋭意工事進捗を

図られているところでございます。 

 ２期区間の工事進捗状況でございますけど

も、本線につきましては、平成２６年度春の

交通開放を予定されており、側道につきまし

ては、平成２６年度中の完成を目標に工事を

進めていると聞いております。 

 ただし、一部側道整備箇所において、用地

未買収部分もございますことから、一部区間

において平成２６年度末時点においても暫定

系での側道開放の可能性があるということで

ございます。 

 また、２期区間につきましては、現在、事

業期間は平成２６年度末までとなっておりま

すが、数年程度の事業期間延長を予定されて

おります。 

 阪急京都線との交差につきましては、当初

はアンダーパス構造の予定でしたが、オーバ

ーパス構造へ変更すべく、関係者と協議中と

のことであります。 

 今後、平成３０年ごろの完成を目標に工事

を進めたいと、大阪府からお聞きをいたして

おります。 

【質問２回目】 

○原田平議員 府道十三高槻線の工事進捗状

況については、部長からご説明をいただきま

して、２６年春ですね、来年の３月にはいわ

ゆる本線部分が通行可能になるということで

あります。そして、側道については２６年度

事業、いわゆる２７年春ということで１年お

くれるわけでありますけども、とりわけ本線

が開通というんですか通れるようになれば、

車両が進入をしていって吹田市側に到着をす

るわけであります。地下道をくぐって吹田市

へ上がりますと、吹田市側はまだ未整備であ

ります。そういう中で車がどんどん入ってい

けば大変な状況になるということで、地元も

心配されておられます。そういう意味で、大

阪府からどのような処理をしていこう、ある

いは計画をしていこうというふうにお聞きを

いたしておられるのか、お聞きをいたしたい

と思います。 

【質問２回目への答弁】 

○吉田都市整備部長 十三高槻線の本線交通

開放時点の交通処理についてのご質問にお答

えいたします。 

 本路線の交通開放につきましては、２期区

間の完成までの期間、吹田市域の生活道路に

通過交通が流入することを防止するため、周

辺地域の車両以外はＵターンできる構造にな

っているところでございます。 

 また、府道正雀一津屋線との交差点や吹田

市側の２期区間の終点付近では、車両の通り
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抜けができないことをお知らせする看板を設

置し、一般車両が進入しないよう対策も行う

と、大阪府からは聞いております。 

【質問３回目】 

○原田平議員 府道十三高槻線でございます

が、２６年度の側道整備に伴いまして、完成

ということでありますから、昨日の柴田議員

の正雀のこの動線の問題で質問をされており

ました。 

 要望しておきたいと思いますが、今年度２

５年度、２６年度といったら来年度ですね、

そういう段階で十三高槻線の工事が完成をし

てまいりますので、バスの寄りつき場あるい

はバスの新路線の研究というんですか、実現

できるように今から取り組んでも遅いと思い

ますので、積極的な取り組みをしていただい

て、大阪府やあるいは関係各位と協議をして

いただいて、その実現に向けて努力をされる

ことを、土木下水道部に要望しておきたいと

思います。 

 それで、この２５年度春に本線が開通をい

たします。地下道が完成をいたしまして吹田

側へ行けるわけです。 

 吹田側の地元の方も車を通すことはならん

ということは言われないということは若干お

っしゃっておられます。 

 しかしながら、多量にやっぱり流れ込んで

くると、多分、住民生活あるいは車の行き場

所がないので、Ｕターンをしてまた摂津側へ

帰っていただくということになるので、そう

いうことは避けたいということで、また代案

をされております。いろんなルートを変えて、

こういうところを使ったらどうかとかいうよ

うな地域の案を出されております。それを特

に大阪府のほうにもそういったことに働きか

けをしていただくように、部長のほうからも

お願いをしていただいたらいいと思います。 

 さて、府道十三高槻線でありますが、平成

３０年を目途に、阪急の山崎パンまでの工事

を完成したいということでありますが、今、

状況を見ますと、買収はほとんどできておら

ない、そして難工事になる、阪急のオーバー

パス工事ですか、そういうことがあるという

ことで。 

 なぜ、私は３０年ということが出されたと

いうふうに思うのは、国循とそして吹田市民

病院が吹田操車場跡地にオープンをされるの

が平成３０年というふうに言われておられま

す。そういう状況になりますと、吹田市域の

南側の顧客というんですか、市民の方の足確

保も十分しなきゃならないということで、平

成３０年ごろを目途という位置づけをされて

工事に着手されるんですけれども、先ほど言

いましたように用地買収あるいは、なかなか

工事が難しいという状況でありますので、吹

田市も積極的にこの工事完成に向けて頑張っ

ていこうという決意をされておられるようで

ございますし、摂津市も可能な限り協力を惜

しまないでやっていただきたいということを

要望しておきたいと思います。 

 そして、何を言いましても、市民の足確保

のためにどうするかということももう少し検

討していただきたいと。バス路線もあります

し、車両も、安全対策も十分講じていただく

というようなことをしていただいて、みんな

で喜べる十三高槻線の正雀工区の開通をして

いただきたいということを、また大阪府にお

伝えいただければありがたいと思います。 

 


